
2022年 減災連携研究センター 地域減災研究ワークショップ 
 

Ⅰ．研究発表 
1. 日 時： 2022年 8月 5日（金） 12時 30分～ 

2. 開催方法：減災ホールおよびオンライン発表（Zoom） 

 

Ⅱ．交流会 
1. 日 時： 2022年 8月 5日（金） 18時 40分～20時 00分 

2. 開催方法：減災館 411号室およびオンライン（Zoom） 

 

8月 5日（金） 
開会式：12時 30分～12時 40分  

挨拶 飛田潤 減災連携研究センター センター長 

 

セッション 1：水災害研究 【12時 40分～13時 40分】  

座長：羽田野拓己（名古屋大学） 

 

1-1 明治用水頭首工大規模漏水によって起こりえたワーストシナリオの検討 

○橋冨彰吾（名古屋大学） 

1-2 豊川霞堤による流域治水およびその周辺地域の利用に関する研究に向けて 

○髙橋大聖，富田孝史（名古屋大学） 

1-3 河川整備と都市計画の連携に着目した実現可能な流域治水施策の検討 

○山田拓実，廣井悠（東京大学） 

 

セッション 2：災害対応 【13時 50分～15時 10分】  

座長：木作尚子（名古屋大学） 

 

2-1 市街地火災避難における最適な行動規範の検討 

○釘崎理，廣井悠（東京大学） 

2-2 Quantifying the Benefits of Nature-based Solutions in Disaster Management: A Review of Literature 

○MARTY Joeylyn Nato, HIROI U (University of Tokyo) 

2-3 南海トラフ地震における水道事業体の応急給水活動への災害暴露評価 

○瀧石さくら，平山修久（名古屋大学） 

2-4 災害時の道路啓開に関する効率的戦略導出に資する研修ツールの開発 

○倉田和己（名古屋大学） 

新井伸夫（日本気象協会） 

 

 

 

 



セッション 3：耐震建築・免震 【15時 20分～16時 40分】  

座長：平井敬（名古屋大学） 

 

3-1 10 層鋼構造骨組におけるカーテンウォールセンシング技術を用いた建築耐震性能評価のため
の実験と解析 

○金家良，鈴木里佳子（名古屋大学） 

3-2 都市建物の確率論的性能評価手法を用いた地震時終局性能評価 

○高谷和樹，太田和杜（名古屋大学） 

3-3 鉄筋コンクリート造建物の耐震性向上の実験を再現する数値解析と終局確率論的性能評価手
法 

○浅井健志郎（名古屋大学） 

3-4 動的加力実験に基づく免震用オイルダンパーの減衰性能に関する研究 

○角空音，中村悠太，飛田潤, 福和伸夫（名古屋大学） 

 

セッション 4：地震・活断層研究，防災教育 【16時 50分～18時 30分】  

座長：蛭川理紗（名古屋大学） 

 

4-1 地震危険度測定調査から見た帝都復興事業とその後の東京 

○武村雅之（名古屋大学） 

4-2 MEMS地震計を利用した高密度地震観測網の展開 

○斎藤侑賢，飛田潤（名古屋大学） 

4-3 2016年熊本地震の地表地震断層周辺における地表変位解析 

○山下日和（名古屋大学） 

4-4 地域連携型災害対応を目指した基礎自治体間の事前検討過程の整理 

○千葉啓広，野村一保，平山修久，福和伸夫（名古屋大学） 

4-5 児童の経験と発想を生かした防災教育の実践 -災害発生のメカニズムに着目して- 
○長島雄介，阪本真由美（兵庫県立大学） 

 

閉会式：18時 30分～18時 40分  

挨拶 鷺谷威 減災連携研究センター 副センター長 

 


